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本庄高等学校同窓会員各位

本庄高等学校同窓会 会 長 岡    祐  孝

本々の緑 もあざやかな頃 となり、皆様におかれましては如何お過 しでしょうか。

さて、本庄高校は来年で倉」立70周年 を迎 えますが同窓会では下記の如 く定期総会 を開催
し、会員の親睦 と母校への協力を深めたいと思います。 さらに本年 も母校恩師の御招待 も

計画 しています。会員お誘い合せの上御出席 を心よりお待 ち申し上げます。

日時/6月 29日0午 後 3時  場 所/埼 玉 グランドホテル(本庄駅南)

内容/午 後 3時 定期総会 4時 ティーパーティ(無料)記 念演奏会 テノール佐藤克明

ピアノ清水美子  4時 30分思師を囲んで(会費3,000円)御 招待 恩師数人
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親
愛
な
る
同
窓
生
の
皆
様
、

ど

健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
、

同
窓
会
活
動
に
多
大
の

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
有
難
く
厚

く
伸
社
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、

平
成
四
年
に
は
母
校
も

念
々
創
立
七
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

や
月
に
は
同
窓
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、

後

援
会
の
三
者
が
学
校
当
局
の
企
画

に
協
賛
し
て
、

意
義
あ
る
記
念
式

典
を
挙
行
す
る
予
定
で
す
。

本
年

度
は
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

五
月
下
旬
に
平
成
二
年
度
同
窓
会

員
名
簿
を
発
刊
い
た
し
ま
し
た
。

ご
希
望
者
に
は
既
に
配
付
済
み
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

平
成
四
年
度

に
お
け
る
記
念
事
業
の
メ
イ
ン
は

生
徒
か
ら
の
長
年
に
亘
る
強
い
要

望
で
も
あ
る
食
堂
関
連
施
設
の
整

平
成

二
年
度

事

業

報

告

２
年

４
月
齢

日
本
名
簿
出
版
と
会

員
名
簿
出
版
契
約
締
結

６
月
働
会
報
韓
号
発
行

の
通
常
総
会
開
催

同
憲
Ａ〓長

岡
　
　
統
　
孝

備
拡
充
事
業
で
あ
り
ま
す
。

生
徒
諸
君
の
切
な
る
希
望
を
叶

え
て
や
り
、

快
適
な
学
習
環
境
を

充
足
せ
し
め
る
こ
と
は
、

母
枝
の

発
展
に
寄
与
貫
献
せ
ん
と
す
る
書

等
三
団
体
の
重
要
な
責
務
で
あ
る

と
痛
感
す
る
次
第
で
す
。

定
期
総
会
に
図
り
、

出
席
会
員

全
員
の
ご
安
同
を
得
た
上
で
、

ご

納
得
項
け
る
金
額
で
募
金
活
動
を

実
施
致
し
度
く
考
え
て
お
り
ま
す

募
金
応
募
会
員
と
生
徒
諸
君
に
は
、

無
料
で
記
念
誌
を
膳
塁
さ
せ
て
頂

く
予
定
で
す
。

何
卒
、

上
記
の
諸

事
情
ご
賢
祭
の
上
、

温
か
い
ご
理

解
を
賜
り
度
く
懇
願
も
う
し
あ
げ

ま
す
。

本
年
度
の
同
窓
会
定
期
総
会
に

は
、

三
～
四
名
の
恩
節
を
ご
招
待

申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
お
誘
い

合
せ
の
上
、

多
数
会
員
の
ど
出
席

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、

会
員
の
管
様
の
ご
多

幸

・
ご
繁
栄
と
母
技
の
隆
畠
を
併

せ
、

ど
祈
念
申
し
上
げ
て
、

ご
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

９
月
中
高
連
絡
会
を
開
催

３
年
２
月
は
支
部
長
会
議
及
び
新

年
会
の
開
催

０
７０
周
年
記
念
事
業
推

進
委
員
会
設
立

３
月
新
入
会
式
の
開
催

本
部
役
員
会
及
び
事
務
局
会
を

毎
月
開
催

平
成
三
年

二
丹
卒
業

新

幹

事

タ
フ
ス

氏
名
　
　
　
　
電
話

（〇
四
九
五
は
省
略

）

１
　
大
木
　
肖
　
　
の
三
二

一
二

関
田
理
絵
　
　
働
三
二
五
六

２
　
阿
佐
美
雅
史
　
働
六
六
七

一

萩
原
業
佐
子
（〇
四
人
五
）

師
〇
八
〇
五

３
　
栗
田
純

一　

　

働
四
七
八
五

篠
崎
優
子
　
（〇
四
八
五
）

御
六
四
四
〇

４
　
金
井
寿
明
　
　
働
三
〇
八

一

石
津
知
子
　
　
働
二

一
〇
二

５
　
菊
地
康
行
　
（〇
四
八
五
）

鶴
八
五
四
八

網
井
慈
子
　
　
働
〇
五
〇
九

６
　
市
川
武
史
　
（〇
四
八
五
）

働
四
〇
五
人

岡
田
香
繊
　
（〇
四
人
五
）

働
五
八
二
九

７
　
飯
塚
宏
志
　
　
働

一
四
二
九

戸
谷
美
香
　
　
の
二
七
七
五

８
　
井
沢
秀
樹
　
　
働
Ｏ
Ｏ
〇
五

林
　
紀
江
　
　
側
四

一
人
三

９
　
木
村
　
靖
　
　
働
四
六
五
〇

本
闘
夕
子
　
（〇
四
八
五
）

働
一
一六
九
六

定
　
相
田
健

一　

　

働
四
三

一
四

清
水
美
佐
代
　
例
六
八
二
四

平
成
二
年
度
版

会
員
名
簿
発
刊

ご
希
望
の
方
は
四
、

五
〇
〇
円
を
添

え
て
学
校
又
は
事
務
局
ま
で
お
申
込

み
下
さ
い
。

ス 回 一ガ ン

1.名 誉ある歴史と伝統に輝く母校を愛じ

母校の発展に寄与しよう。

1.本 高同窓会の旗の下に結集し、地域に

番り高い文化の花を咲かせよう。

1。 人間関係を大切にし、会員相互間に親

睦の輪を拡げよう。

1.組 織を整備強化し、機能的な連絡網を

拡充して、同窓会の活性化を図ろう。

1.建 学の精神を尊重し、後輩の指導育成
に努めよう。
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在
校
生
の
諸
君
は
や
が
て
、

卒

業
し
、

同
窓
会
に
入
会
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

い
わ
ゆ
る
同
窓
会
員

に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

諸
君
は
小

，
中
学
校
の
同
窓
会
員
に
な
っ
て

い
る
か
ら
、

同
窓
会
の
イ
メ
ー
ジ

は
知
っ
て
い
る
警
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
、

私
が
同
窓
会
員
と
し
て
、

長
年
す
ご
し
、

そ
こ
で
、

感
じ
た

こ
と
を
話
す
、

同
窓
会
員
で
あ
る

こ
と
は
、　

一
言
で
い
え
ば
形
が
な

く
み
え
な
い
有
力
な
名
刺
を
持
つ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

人
間
は
人

と
人
と
が
お
互
い
に
協
力
し
合
っ

て
生
き
て
い
る
。

諸
君
は
見
ず
知

ら
ず
の
人
に
出
合
っ
た
と
き
、

必

風
鬼
む
い
亀
翻

ず
こ
の
名
刺
が
役
立
つ
の
で
あ
る
。

私
の
小
学
校
の
同
窓
会
は
よ
く

同
級
会
を
開
く
が
年
令
的
に
役
職

に
つ
い
て
い
る
者
が
多
い
。

「
ア

キ
ラ
」
が
署
長
で
、

「シ
ョ
ウ
ボ

ウ
」
が
社
長
、

「キ
ー
ド
ン
」
が

液
長
で

「
ミ
ッ
チ
ャ
ン
」
が
校
長

の
カ
ア
チ
ャ
ン
な
ど
、

知
ら
な
い

人
が
聞
い
て
い
る
と
猫
の
名
を
呼

ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

年
は
と

一

ヨ
ヨ
ほ
雪
〓
Ｌ
ヨ
ヨ
ほ
雲
〓
革
雪
吾
ヨ
吾
宮
ヨ
〓
Ｌ
再
〓
ほ
奎
〓
Ｌ
車
〓
ほ
吾
書
五
ヨ
こ
こ
ヨ
〓
ほ

っ
て
も
人
柄
は
あ
い
か
わ
ら
ず
で

あ
る
、

こ
れ
が
、

ヒ
ゲ
の
生
え
た

糖
に
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
感
動
的

で
あ
り
、

な
ん
と
も
い
え
な
い
甘

い
懐
し
さ
が
心
中
を
漂
い
潤
す
の

で
あ
る
。

中
学
校
に
な
る
と
、

こ

校

長

中

里

邦

夫

の
感
動
に
、

初
恋
の
味
が
会
員
相

互
を
包
む
、

心
臓
が
ド
キ
ド
キ
す

る
、

高
等
学
校
で
は
奮
字
を
呼
び

ず
で
に
し
た
り
、

輝
名

（ア
ダ
ナ
）

で
呼
ぶ
、

そ
れ
で
も
、

議

一
人
と

し
て
怒
る
者
は
な
く
、

そ
の
呼
名

が
誇
り
と
な
る
、

個
性
を
十
分
に

現
わ
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

実
際
に
、

お
互
い
同
意
、

善
い

こ
と
悪
い
こ
と
、

す
べ
て
を
知
り

尽
く
し
て
い
る
。
こ
れ
が
本
当
の

人
間
関
係
な
の
で
あ
る
。

専
門
学

校
や
大
学
で
も
こ
の
傾
向
は
あ
る

特
に
部
活
動
等
で
の
む
す
び
つ
き

が
濃
い
。

年
代
は
異
な
る
が
、

こ

の
同
級
会
が
縦
に
つ
な
が
っ
た
の

が
同
窓
会
で
あ
る
。

先
輩
、

同
僚
、

後
輩
、

先
生
等

一
本
の
糸
で
結
ば

れ
る
。

初
め
て
会
っ
た
先
輩
で
も

同
窓
会
員
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

と
、

話
し
の
種
が
尽
き
な
い
。
そ

の
う
ち
お
互
の
近
所
の
同
窓
会
員

の
名
が
あ
が
り
、

つ
い
に
は
憲
気

投
合
し
て
先
輩
の
会
社
に
入
社
じ

た
り
、

結
婚
し
た
者
も
い
る
。

は

っ
き
り
言

っ
て
、

人
間
遠
慮
な
く

ど
ん
な
事
で
も
話
せ
る
の
は
間
窓

生
で
あ
る
。
　
≡

名
刺
な
ん
か
い
ら
な
い
。

郎
ち

見
え
な
い
名
刺
で
あ
る
。
し
か
し
、

断
っ
て
お
く
が

「同
窓
」
だ
け
で

小
き
く
固
ま
れ
、

「
コ
ネ
」
に
使

え
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

社
会
人
と
な
っ
て
、

た
く
ま
し
く

積
極
的
に
、

明
る
く
、

楽
し
く
、

生
き
て
い
く
上
で
同
窓
と
い
う
心

の
絆
は
大
き
な
存
在
で
あ
る
。

本
校
の
同
窓
会
の
一
層
の
発
展

を
祈
る
。

◇
　
　
◇
　
　
◇

定
時
制
生
徒
会
活
動
に
つ
い
て

今
、

自
分
は
昼
閣
働
い
て
夜
学

校
に
通
う
定
時
制
の
四
年
で
す
。

こ
う
い
う
生
活
に
も
う
な
れ
た
け

れ
ど
、

入
学
し
た
で
の
頃
は
大
変

で
Ｆ
」ん
な
生
活
が
続
く
か
な
あ
」

と
思
っ
た
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
じ

た
。
自
分
を
試
す
た
め
毎
週
日
曜

日
の
深
夜
０
時
か
ら
朝
８
時
ま
で

コ
ン
ピ
キ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
働
く

深
夜
の
バ
イ
ト
を
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
生
活
の
中
で
自
分

を
支
え
て
く
れ
た
も
の
は
や
は
り

共
に
学
ぶ
友
人
達
で
し
た
。

仲
闘

の
勧
め
も
あ
っ
て
、

三
年
に
な
っ

て
生
徒
会
長
を
し
て
い
ま
す
。

生
徒
会
で
取
り
組
む
ま
な
活
動

は

一
学
期
末
の
球
技
大
会
、

九
月

末
の
柏
樹
察
一
二
学
期
末
の
映
画

会

（
「翼
を
下
さ
い
」
を
上
映
）

前
生
徒
会
長
か
ら
見
て

舎

制
前
生
徒
費

梶

野

剛

義

最
近
の
高
校
生
と
い
う
人
種
は
、

い
ま

一
つ
ヤ
ル
気
に
か
け
る
と
い

う
か
、

積
極
性
に
か
け
る
と
い
う

か
、

何
を
し
て
い
い
の
か
、

自
分

の
こ
と
が
自
分
で
決
め
ら
れ
な
い

者
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

我
が
本
産
高
校
も
最
近
、

そ
う

い
っ
た
生
徒
が
年
々
増
加
し
て
い

る
よ
う
な
気
が
す
る
。

無
気
力
で

無
関
心
で
無
感
動
な
、

何
ご
と
も

他
人
任
か
せ
で
、

自
分
は
自
分
と

い
っ
た
自
分
中
心
的
な
そ
ん
な
生

徒
達
。

苦
労
を
避
け
て
、

自
由
と

い
わ
れ
る
綾
風
に
滋
れ
、

好
き
勝

手
に
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
。

そ
ろ
そ
ろ
生
徒
自
身
が
こ
の
現

実
に
気
付
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
の
ま

ま
堕
落
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
れ

ば
絶
対
本
高
は
ダ
メ
に
な
る
。

「昔
の
本
高
は
浪
か
っ
た
。」な
ん

で
言
葉
は
も
う
開
き
あ
き
た
。

実

際
創
立
七
十
周
年
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
伝
統
あ
る
学
校
と
は
思

え
な
い
の
が
今
の
本
産
高
校
の
実

体
だ
。

卒
業
生
が
悲
じ
む
の
も
無

理
は
な
い
。

今
の
社
会
的
風
潮
だ

と
言
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ

が
、

本
高
生
達
は
そ
ん
な
時
代
の

波
に
左
右
さ
れ
な
い
高
校
生
で
あ

っ
て
は
し
い
。

前
塞

震

坂

本

紀

一

二
月
の
予
館
会
で
す
。

特
に
鵜
欄

察
で
は
展
示
、

販
売
の
他
に
昨
年

度
か
ら
ビ
デ
オ
作
品
を
製
作
し
て

い
ま
す
。

今
年
度
の
も
の
は
本
座

高
校
定
時
制
紹
介
を
内
容
と
す
る

「働
き
な
が
ら
学
ぶ
」
で
好
評
で

し
た
。

先
輩
の
皆
さ
ん
に
も
多
勢

見
て
ほ
し
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、

部
活
動
で
は
軟
武
野
球

部
と
卓
球
部

（団
体
戦
）
が
県
北

大
会
で
優
勝
し
、

十
月
に
行
っ
た

県
大
会
で
共
に
準
優
勝
と
い
う
輝

か
し
い
成
績
を
と
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

一
方
、

三
年
で
大
学
入

学
資
格
検
定
に
合
格
し
た
仲
間
も

で
て
い
ま
す
。
自
分
も
支
え
ら
れ

た
仲
間
作
り
を
も
っ
と
も
っ
と
広

げ
る
た
め
生
徒
会
活
動
を
も
り
上

げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
自
身
を
持
て
な
い
現
代
の

高
綾
生
達
。
そ
ん
な
集
団
の
中
に

こ
の
学
校
の
生
徒
達
を
絶
対
に
組

み
入
れ
て
は
な
ら
な
い
。

我
が
綾

の
生
徒
達
だ
け
は
自
分
自
身
を
持

ち
統
け
て
ほ
し
い
。

自
分
と
い
う
人
間
を
成
長
さ
せ

る
の
に
最
適
な
こ
の
本
産
高
校
で

私
達
は
厳
し
く
自
分
を
鍛
え
て
行

▼十
つ
。
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今
番
の
進
路
状
況
に
つ
い
て

ｍ

田

田

田

Ｈ

Ｈ

田

田

酎

１１

田

Ｈ

＝

＝

Ｈ

酎

田

Ｈ

Ｈ

田

Ｈ

Ｈ

進
路
指
導
部

松

　

岡

　

博

こ
の
二
月
の
合
格
状
況
を
ま
と
め
る
と
延
総
数
で
、

四
年
制
大
学
、

三
一
六
名

（内
、

国
公
立
二
二
名
）
、

短
期
大
学
・
百
五
名
、

暮
門

学
校
・
百
名
、

就
職
・
十
六
名
と
い
う
結
果
で
あ
る
。

こ
こ
数
年
合
格
者
数
は
、

確
実
に
伸
び
て
き
て
い
る
。

特
に
今
年

は
、

現
役
で
国
姓
立
大
学
に
九
名
合
格
す
る
な
ど
健
闘
し
た
と
い
え

る
。

教
育
謀
程
改
訂
後
、

二
年
経
過
し
た
が
そ
の
意
義
は
多
い
に
あ

る
と
静
う
。
よ
く
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
の

一涙
人
す
る
の
は
当
り
前
」

（そ
う
い
う
前
提
で
考
え
て
い
る
生
徒
も
少
な
く
な
い
）
の
中
で
、

私
自
身
、

本
高
で
初
め
て
二
年
の
担
任
を
経
験
し
、

ま
た
生
徒
と
直

接
関
わ
っ
て
み
て
、

や
は
り
三
年
間
コ
ツ
コ
ツ
努
力
を
積
み
重
ね
て

い
る
生
徒
が
希
望
を
達
成
し
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
。
ま
た
そ

う
い
う
事
実
は
在
液
生
に
大
き
な
励
み
に
な
る
と
い
え
る
。

今
後
の

本
高
生
の
奮
起
に
期
待
し
た
い
。

〈
圏

公

立

大

学

〉

北
海
道
１
　
岩
手
１
　
出
形
２

茨
城
１
　
新
鴻
１
　
群
馬
５
　
埼

玉
１
　
東
寮
芸
術
１
　
東
寮
学
芸

１
　
愛
繊
１
　
群
馬
県
立
女
子
２

高
崎
経
済
４
　
岐
串
薬
科
１

〈
私
立
大
学
〉

い
わ
き
明
星
１
　
亜
細
王
３
　
旭

川
１
　
奥
羽
１
　
横
浜
競
科
１

関
東
学
院
４
　
関
東
学
園
５
ヽ
玉

川
１
　
金
沢
経
済
１
　
駒
沢
８

慶
応
１
　
工
学
院
４
　
江
戸
川
１

高
千
穂
薦
科
３
　
国
学
院
４
　
国

士
館
９
　
埼
玉
工
業
１
　
札
幌
学

院
３
　
札
幌
１
　
実
験
女
子
４

芝
浦
工
業
５
　
接
河
台
１０
　
女
子

美
術
ユ
　
昭
和
女
子
１
　
上
智
１

城
西
１５
　
新
鴻
産
業
１
　
神
奈
川

工
科
３
　
神
奈
川
２
　
杉
野
女
子

１
　
成
擦
２
　
青
山
挙
院
７
　
跡

見
学
園
女
子
２
　
千
葉
工
業
１

千
葉
商
科
３
　
専
修
５
　
創
価
２

早
稲
田
１
　
足
利
工
業
３
　
多
感

ユ
　
多
摩
美
術
１
　
大
東
文
化
２３

第
一
経
済
１
　
第

一
薬
科
１
　
拓

殖
６
　
中
央
挙
院
３
　
中
央
６

長
野
２
　
鵜
見
１
　
帯
京
科
学
技

術
１
　
帝
京
６
　
東
海
４
　
東
京

音
楽
ユ
　
東
京
家
政
学
院
ユ
　
東

京
寮
政
１
　
東
京
経
済
６
　
東
京

工
科
１
　
東
寮
国
際
１５
　
東
京
電

機
７
　
東
京
農
業
３
　
東
京
理
科

３
　
東
邦
２
　
東
洋
２６
　
同
志
社

５
　
日
本
工
業
１
　
日
本
獣
医
畜

産
１
　
日
本
女
子
１
　
日
本
体
育

１
　
日
本
１２
　
日
本
福
祉
１
　
白

鴎
１
　
函
館
１
　
武
蔵
４
　
武
蔵

野
音
楽
２
　
武
蔵
野
女
子
１
　
武

蔵
野
美
術
１
　
仏
教
１
　
文
化
女

子
３
　
文
寮
女
子
ユ
　
文
教
２

法
政
４
　
北
海
道
東
海
１
　
北
豊

よ
　
明
治
７
　
明
星
３
　
酪
農
学

園
１
　
立
教
２
　
立
正
８
　
流
通

経
済
３
　
独
協
２

〈
短
期
大
学
〉

群
大
医
療
技
術
１
　
県
立
衛
生
４

浦
和
２
　
学
曹
院
１
　
共
愛
学
園

女
子
１
　
桐
生
２
　
江
戸
川
女
子

２
　
高
崎
芸
術
ユ
　
高
崎
蕗
科
３

埼
玉
医
科
大
１
　
埼
玉
女
子
３

山
脇
１
　
産
業
能
率
１
　
実
践
女

子
大
１
　
十
文
字
学
園
女
６
　
瀬

徳
５
　
女
子
栄
養
２
　
女
子
聖
学

腕
２
　
女
子
美
術
２
　
商
美
学
園

３
　
昭
和
音
楽
大
１
　
昭
和
女
子

大
８
　
城
西
大
４
　
聖
徳
栄
養
２

青
山
女
子
１
　
跡
見
学
囲
１
　
千

葉
敬
愛
１
　
川
日
２
　
大
妻
女
子

大
２
　
帝
京
女
子
２
　
帝
京
３

東
海
大
１
　
東
京
家
政
学
院
２

東
京
家
政
大
４
　
東
京
経
済
１

東
洋
女
子
１
　
東
洋
１
　
日
本
橋

女
学
館
１
　
日
本
体
育
大
１
　
白

梅
学
園
１
　
富
±
１
　
武
蔵
野
女

大
２
　
武
蔵
野
大
１
　
武
蔵
野
業

大
１
　
文
化
女
子
５
　
文
京
女
子

１
　
明
の
畠
女
子
２
　
明
治
１

目
白
学
園
女
子
２
　
立
正
大
学
５

〈
専
門
学
校
〉

国
立
医
療
セ
ン
タ
ー
付
属
看
護
１

国
立
高
崎
病
院
付
属
看
護
１
　
国

立
埼
玉
病
院
付
属
看
護
１
　
目
立

療
養
所
東
埼
玉
病
院
付
属
看
護
１

県
立
南
看
護
１
　
県
立
北
高
等
看

護
３
　
県
立
養
護
教
諭
養
成
所
３

群
馬
県
立
職
業
訓
練
大
１
　
群
馬

県
立
福
祉
大
１
　
千
葉
大
医
学
部

看
護
ユ
　
お
茶
の
水
医
療
事
務
１

お
茶
の
水
医
療
秘
警
２
　
お
茶
の

水
外
語
学
院
２
　
お
茶
の
水
外
語

１
　
ア
ル
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
２

シ
ェ
ラ
ネ
バ
ダ
カ
レ
ッ
ジ
ー
　
チ

ャ
ー
チ
ヒ
ル
ハ
ウ
ス
ス
ク
ー
ル
ー

ト
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル
旅
行
２

ラ
イ
オ
グ
ラ
ン
デ
大
学
日
本
綾
１

育
心
会
付
属
保
育
１
　
音
響
技
術

１
　
国
際
観
光
文
化
１
　
国
際
理

容
美
容
１
　
佐
伯
栄
養
１
　
埼
玉

工
業
大
１
　
埼
玉
歯
科
衛
生
１

埼
玉
電
子
工
学
院
２
　
埼
重
電
子

１
　
慈
恵
看
議
２
　
彰
栄
保
育
１

城
西
放
射
線
１
　
神
田
外
語
１

青
山
観
光
芸
術
１
　
千
代
題
工
科

芸
術
１
　
大
営
赤
十
字
看
議
２

大
原
簿
記
１
　
中
央
工
学
校
１

帝
京
医
学
技
術
１
　
帝
京
高
等
看

議
１
　
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
社
会
体
育

１
　
基
承
ア
ナ
ウ
ン
ス
ー
　
東
一ネ

エ
ア
ト
ラ
ベ
ル
ー
　
東
京
ス
チ
ュ

ヮ
ー
デ
ス
４
　
東
京
デ
ザ
イ
ナ
ー

４
　
東
京
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ビ
ジ
ネ

ス
カ
レ
ッ
ジ
ー
　
東
京
ビ
ジ
ネ
ス

カ
レ
ッ
ジ
ー
　
東
一ふ
ビ
ジ
ネ
ス
ー

東
寮
医
薬
１
　
東
京
栄
養
食
物
１

東
京
科
学
電
子
ビ
ジ
ネ
ス
ー
　
東

京
科
学
電
子
２
　
東
京
会
計
１

東
京
外
語
２
　
東
京
観
光
１
　
東

京
工
学
腕
１
　
東
京
工
業
１
　
東

京
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
ー
　
東
寮
国
際

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
ー
　
東
京
写
真
１

東
薫
商
科
学
院
３
　
東
京
製
図
１

東
京
導
売
病
院
付
属
看
譲
１
　
東

寮
電
子
ビ
ジ
ネ
ス
ー
　
東
京
電
子

２
　
東
京
簿
記
２
　
道
潅
山
学
園

保
育
ユ
　
読
売
東
京
理
工
２
　
日

本
外
国
語
学
院
ユ
　
日
本
工
学
院

１
　
日
本
指
圧
ユ
　
日
本
柔
道
整

復
１
　
日
本
電
子
２
　
文
化
服
装

学
院
１
　
平
和
学
院
衛
生
福
祉
１

北
量
保
健
衛
生
１

教
職
員
の
異
動

金
　
田
　
制

（退
職
〕

教
諭
　
颯
口
　
巌

夕
　
　
西
谷
隆
志

臨
教

中
村
和
代

非
講
　
高
橋
久
美

〔転
出
〕

教
頭
　
松
本
　
保

教
諭
　
上
村
典
子

″
　
　
加
藤
秀
則

臨
教
　
平
野
利
明

夕
　
　
橋
本
業
憲

非
講
　
岡
村
健
二

ケ
　
　
田
島
豊
子

事
長
　
高
沢
茂
夫

事
主
　
飯
為
弘
子

〔転
入
〕

教
頭
　
飯
島
輝
雅

教
諭
　
田
中
秀
之

ク
　
　
小
林
散
志

ク
　
　
中
山
幸
男

夕
　
　
北
川
慎

一　
桶
川
西
高

臨
教

渋
谷
　
悟
　
本
庄
北
高

（軟
称
略
）

輩
森
高

民
間
ヘ

行
田
王
高
液
表

深
谷
第

一
高

本
庄
北
高

松
山
女
高

寄
層
南

上
尾
橘
高

熊
谷
養
接
掌
被

熊
谷
高

児
玉
高

小
旋
野
高
お

行
日
女
子
高

本
座
北
高

行
日
高

〈
就
　
職
〉

埼
玉
日
本
電
気
３
　
埼
玉
ト
ヨ
タ

自
動
車
ユ
　
タ
ニ
ダ
楽
器
唐
ユ

ト
ー
ヨ
ー
サ
ッ
シ
ー
　
キ
ャ
ノ
ン

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ツ
ー
　
本
康
総
合

病
院
１
　
日
東
電
エ
ー
　
神
泉
村

役
場
１
　
日
鉄
建
材
１
　
本
庄
市

役
所
１
　
溝
水
機
エ
ー
　
ヽヽヽ
シ
ュ

ラ
ン
オ
カ
モ
ト
ー
　
ゼ
ク
セ
ル
ー

高
島
屋
高
崎
店
１

臨
教
　
坂
本
千
恵
　
大
東
文
化
大

事
長
　
中
野
慶
治
　
深
谷
第
一
高

事
主
　
斎
藤
敏
子
　
児
玉
高

兼
務
・
非
講
等

寺
園
和
仁
　
関
根
君
江

須
藤
和
夫
　
桜
井
憲
章

若
林
澄
枝
　
乗
松
雄
宏

着
数
百
合
実
失
崎
千
絵

圏
谷
敏
朗
　
大
野
福
治

安
田
洋
子
　
加
藤
　
剛

丸
構
健
一　
荻
原
美
香

竹
田
ふ
み

定

時

制

〔退
職
〕

臨
教
　
神
原
秀
紀
　
非
常
勤

業
主
　
下
平
き
よ
子

〔転
入
〕

教
諭
　
上
村
　
茂
　
熊
谷
高

業
主
　
広
瀬
紀
子
　
深
谷
高

臨
養
　
本
堂
量
子
　
継
続

非
講

・
兼
務

長
谷
川
秀
子

野
田
三
恵
子

神
原
秀
紀
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親
愛
な
る
同
窓
生
の
皆
様
、

私
達
は
母
校

へ
の
寄
与
貢
献

と
会
員
相
互
の
親
睦
向
上
を
念
願
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
が

主
た
る
基
礎
財
源
は
終
身
会
費

舎
ぞ
万
円
）
を
主
と
し
て
い

ま
す
。

未
線
の
方
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

終
身
会
費
ど
納
入
の
際
に
は
左
記
田
座
に
ど
入
金
下
さ
い
。

郵
便
局
振
込
田
座
番
号
　
東
京
三
十

一
八
七
〇
二
〇

本
語
同
惑
会
役
民

一
同

難
納
入
者
芳
名

敬率
称年
路別
V

平
成
２
・
４
●
１
～
３
●
３
・
３‐

商
‐４

岩
沢
事
業
恵

高
橋
志
満
　
飯
島
利
憲

宮
沢
　
勤

高
１５

染
谷
ツ
ト
ム

為
員
秀
彦

多
比
良
た
か
子

議
海
　
高
精
英
子
　
案
原
俊
光

南
ヤ

高
本
睦
子
　
竹
内
正
子
　
折
茂
消
手

薦
鳩
　
根
岸
順
治

高
１９
　
縮
本
幹
男

繭
２。
　
阿
部
　
均

　

一
ノ
瀬
正
子

高
２‐

大
槻
装
津
子

と
口
田
　
修
　
渋
谷
正
好

春
日
光
子
　
松
村
　
勇
　
須
永
　
徹

案
原
　
勉
　
活
水
ま
す
み

竹
内
　
研

商
盟

森
野
純

一　

米
山
謙
二
　
塚
越
　
功

新
井
潜
子
　
荻
野
謙
二
　
石
井
美
暗

鈴
木
克
正
　
斉
藤
隆
久
　
柴
崎
寿

一

中
２３
　
業
馬
　
茂

女
５
　
長
島
登
美
枝

女
７
　
内
野
ジ
ャ
ウ

女
１５
　
香
川
ゲ
ン
子

女
海
　
徳
世
静
子

女
２‐
　
松
本
光
子

女
ク
　
岡
芹
節
子

高
６

芝
崎
和
子
　
橋
本
登
夫
　
篠
崎
八
鮮

高
８
　
井
上
千
惑
子
　
根
岸
秀
利

高
９
　
猪
野
壕
　
童
　
庭
野
正
行

高
”

中
村
玉
枝

篠
崎
公
太
郎

鬼
沢
親
仁
男

本
村
一↓一和
子

柿
島
龍
枝
　
夫
木
武
則

野
田

一
枝
　
原

富
士
雄
　
青
木
紀
子

南
１２

金
子
康
江
　
竹
内
文
彦
　
堀
　
国
雄

宮
沢
導
久
江

魔
々
田
道
手

小
暮
幸
子

高
１３

・桜
井
玲
子

高
井
民
子
　
小
見
良
江

高
２３

小
沢
其
由
美

〓
一沢
　
豊

長
曽
景
子
　
中
山
高
明

田
中
君
子
　
野
口
重
信

高
２４

斎
藤
幸
平
　
高
柳
茂
代

岡
田
常
子

斎
藤
ひ
ろ
子

久
保
和
雄
　
安
井
裕

一

高
努

梯
原
須
美
子

竹
内
直
子

新
井
　
功

擦
原
久
美
子

富
丘
　
敦

高
２６

一
ノ
瀬
緒

一　
奥
出
和
正

福
島
俊
彦
　
較
崎
　
修

岡
崎
　
修
　
春
出
雅
子

高
２７

佐
藤
洋
子
　
柴
崎

稔

西
日
で
る
み
　
飯
島
由
起
手

高
２８

岡
田
敬

一　

小
川

一
横

原
田
み
ど
り

浅
井

一
良

倉
林
幾
代

薔
２９

石
井
信
浩
　
徳
世
ふ
司

相
原
　
教
　
出
川
富
夫

高
３。

林
　
勝
昭
　
高
柳
　
宏

島
題
喜
作
　
田
中
　
修

小
由
友
請
　
井
田
正
志

高
４‐

井
上
美
穂
　
中
村
充
子

高
４２

石
田
法
子
　
矢
島
大
司

定
２‐
　
阿
部
晴
美
　
南
月
政
男

定
２７
　
織
茂
　
傑

〔
特

別

寄

付

〕

中
７
　
高
構
美
典

高
３‐

芦
田
友
彦
　
足
立
　
党
　
新
井
　
征

飯
塚
俊
直
　
薗
部
光

一　

高
野
圭
子

萩
原
章
司
　
桜
沢
栄
子
　
福
岡
徳
手

森
　
敏
昭
　
矢
内
益
己
　
士
申
田
博

一

渡
辺
勝
徳

高
３２
　
　
　
　
！

荒
川
　
忍
　
荻
野
　
誠
　
河
田
典
雅

久
保
弘
美
　
小
池
弘
治
　
立
野
博

一

新
島
俊
絡
　
野
田
　
修
　
宮
川
廷
枝

吉
田
三
枝
子

高
３３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

新
井
伸

一　

新
井
潤

一　

石
川
晴
美

職
野
哲
也
　
上
原
正
和
　
浦
野
智
行

多
田
　
ｔ永
　
小
川
雅
博
　
小
島
英
明

梯
原
通
子

千
代
田
由
美

原
島
謝
雄

久
田
　
晃
　
山
本
住
也

高
３４

内
田
美
佐
子

大
容
畠
孝

小
川

智

荻
野
芳
男
　
加
納
寮

一　

川
田
　
博

神
部
卓
也
　
梯
小
百
合
　
庄
田
税
子

杉
本
好
子
　
鶴
田
文
彦
　
福
島

一
美

出
下
和
幸
　
山
田
幸
惑
　
奮
野
貴
志

高
３５

飯
島
裕
司
　
生
方
岳
人
　
榎
　
和
子

小
野
弘
業
　
笠
本
建
数
　
金
井
　
誠

小
暮
業
恵
子

子
安

番

中
島
弘
子

根
岸
秀

一　
馬
場
美
智
子

堀
日
明
歩

森
村
和
宏
　
山
口
文
彦
　
七
日
田
真
典

吉
田
健
志

商
３６

久
間
本
聡
子

小
池
真
粧
業

斎
藤
　
覧

榊
原
明
人
　
佐
藤
奉
司
　
下
田
治
之

須
藤
裕
司
　
関
廷
畠
夫
　
南
柳
幸
雄

根
岸
　
功
　
療
原
由
業
手

郡
司
み
つ
る

松
本
た
ま
き
　
湯
浅
浩
史

苗
３７

石
対
恭
之
　
小
川
直
樹
　
加
納

　

一

川
松
朋
章
　
木
村
　
功
　
高
橋
知
佐

高
橋
正
樹
　
野
村
拓
也

高
３８

朝
倉
通
子
　
浅
田
房
江
　
天
田
陽
子

井
上
影
宏
　
生
形
敏
幸
　
大
塚
　
学

大
野
知
手
　
大
屋
　
崇
　
大
屋
秀
美

荻
原
路
恵
　
神
田
朋
子
　
小
柳
　
徹

小
山
美
佐
乃

須
藤
和
枝

武
井
優
子

反
保
博
也
　
一声
谷
収
二
　
鳥
羽
正
幸

中
島
栄

一　

中
野
美
和
　
原
沢
苗
美

深
作
和
久

真
島
千
寿
子

韓
園
文
子

失
島
史
章
　
柳
　
教
子
　
山
田
仁
士

山
本
公
紀
　
吉
田

一
信

高
３９

穐
山
和
美
　
秋
曲
　
明
　
新
井
満
江

飯
島
弥
生
　
今
井
裕
美
　
今
泉
　
明

岩
村
勇

一　

上
国
宜
永
　
大
石
有
美

大
木
美
佐
手

大
澤
恵
理

長
竹
雅
子

小
暮
正
之
　
高
精
大
介
　
田
島
隆
行

中
井
康
五
　
根
岸
英
志
　
萩
原
　
徹

早
崎
丈
恭
　
藤
本
恵
子
　
古
川
　
愛

紙
谷
政
彦
　
宗
像
幸
夫
　
毛
　
文
義

昔
田
志
伸

簡
４。

倉
林
真
帆
　
高
構
小
織
　
出
牛
克
糞

福
島
大
端

議
４‐

井
上
美
穂
　
中
村
充
子

高
４２

石
田
法
子
　
矢
島
大
司

五
十
熔
史
郎

定
３。

志
塚
武
主

原
稔
事
業
江

弥
勧
寺

飯
裸
久
美
子

昔
川
真
澄

澤
本
明
子

安
療
恭
子

問
題
信
夫

大
沢
幸
雄

南
橋
陽
子

佐
藤
美
懸
子

中
島
　
豊

種
村
達
哉

石
井
息
子

湯
曲
博
子

坂
巻
博
司

笠
原
　
正

神
岡
　
仁

営
本
和
彦

笠
原
健
司

特

別

芳

名

今
回
終
身
会
費
納
付
書
を
お
送
り
致
し
ま
し
た
昭
和
５４
・
３
卒
よ
り
平
成

３
・
３
卒
ま
で
の
会
員
の
う
ち
、

平
成
３
・
３
，
３‐
現
在
す
で
に
終
身
会

費
を
納
付
済
の
会
員
の
ご
芳
名
を
念
の
た
め
左
記
に
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

支

部

役

員

（支
部
長
）

本
産
連
合
　
立
川
　
次
作
　
中
９

宮
　
　
本
　
案
村
　
龍
男
　
中
亜

泉
　
　
町

竹
並
栄
一
郎
併
中
２

仲

　

町
　
中
田
　
確
一　
中
１９

上
　
　
町

境
野
　
　
登
　
高
２

七

軒

町
　
町
田
　
一
徳
　
一島
５

本
　
　
町

鈴
木
　
精
司
　
中
２．

台
　
　
町
　
松
本
　
敬
一　
定
１

照
　
　
若
　
飯
野
　
利
衛
　
中
１９

南

本

町
　
村
田
敬
次
郎
　
中
２２

末

　

広
　
坂
本
　
敬
信

中
１２

諏
　
　
訪
　
井
上
　
畠
幸
　
中
２２

朝

日

町
　
内
藤
　
　
現
　
高
３

藤
　
　
圏
　
荻
野
　
　
清
　
中
８

仁
　
　
手
　
橋
本
　
　
顕
　
中
２０

旭
　
　
一戸
塚
　
泰
和
　
中
３

北

　

泉
　
門
倉
　
義
久
　
や
１１

今
　
　
井
　
岡
芹
鶴
五
郎
　
中
１０

児
　
　
玉
　
士由
田
　
建
治
　
一品
２

美

　

塁
　
春
山
　
一
言
一　
高
８

神
　
　
川
　
坂
本
多
喜
夫
　
中
抑

神
　
　
泉
　
新
井
　
従
信
　
中
１５

上
　
　
塁
　
荒
井
富
次
雄
　
中
１１

寄
　
　
居
　
朝
比
奈
利
雄
　
中
９

田
　
　
部

茂
本
　
　
肇
　
中
１４

深
　
　
谷

熊

　

谷

県
庁
県
商

伊

勢

崎

新

　

町

東

　

京

本
藤
市
役
所

清
水
　
　
賛
　
中
１９

西
村
　
茂
雄
　
中
１７

中
居
　
武
夫
　
高
５

昔
沢
　
唯
志
　
高
山

山
田
　
仁

一　
中
１４

冨
田
　
一二
郎
　
中
４

小
林
　
　
庫理
　
高
１２

ュ
ー
ザ
イ
　
常
本
　
茂
司
　
高
５

沖

電

気
　
小
沢
　
徹
之
　
高
１３

都
市
教
職
　
宮
崎
　
都
苦
　
高
４
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